
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和６年２月 22日 

事業実施地区 篠ノ井地区 

事業名 篠ノ井の歴史を次世代に継承する事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 篠ノ井市誌編纂委員会 

（代表者名）編纂委員長 酒井 春人 

（連絡先） 026-247-8288 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

  

 地域住民からの理解及び史料収集等の協力を得て、市誌編纂につなげる

ため、歴史に関する定期的な講演会を開催する。 

講演会への参加を呼び掛けるため、篠ノ井地区全戸への回覧チラシ、講

演会資料作成用にプリンターを購入する。 

 

 

【事業完了日】 

令和 6 年 2 月 22 日 

【総事業費】 

   

72,112 円 

【補助金額】 

  

68,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

 講演会を実施していく中で、チラシの全戸回覧を継続している効果もあって知名度が上がり、

出席者が増えている。広い分野の講演会を企画することで、篠ノ井の歴史に関心が高まり、文

化財の保存、継承に向けての効果が高まる。 

 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果   ○  

特記事項 

（評価理由等） 

 

 

 

■今後の取組予定 

次年度以降も篠ノ井地区の歴史に関する講演会を継続して実施し、史料収集への協力、市誌

編纂につなげたい。 

 

 

 









支所発地域力向上支援金　事業評価（篠ノ井支所）

事業名

団体名

5

効果があった

得られた情報を資料化したり、講演会の案内を作成するなどして、更なる文化財

の保護、継承につながる活動になることを期待する。

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

　講演が、身近な地域の歴史であり、興味を抱く内容であることから多くの参加者

が得られ、継続して実施していることは評価できる。講演会は、貴重な史料、文化

財を保護し、散逸することを防ぐことにつながり、資料収集にも協力が得られるの

ではないか。

　今後も、購入したプリンターを活用し、発掘調査や関係者等からの協力などで

大いに見込める

効　果

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

特に効果があっ
た

1 2 3 4 5

将来性

見込めない あまり見込めない 普通 見込める

大いに必要性
があった

1 2 3 4 5

必要性がなかった
あまり必要性が

なかった
普通 必要性があった

1 2 3 4

必要性

(基準様式第３号)

令和6年2月26日

篠ノ井の歴史を次世代に継承する事業

篠ノ井市誌編纂委員会

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動

18


